
解　

題

高
野
信
治

　

近
年
、
日
本
近
世
史
研
究
の
分
野
で
は
、「
藩
」
を
め
ぐ
る
新
た
な
研
究
の
動
向
が
み
ら
れ
る
。
具
体

的
に
は
、
い
く
つ
か
の
研
究
グ
ル
ー
プ
、
な
い
し
そ
の
中
の
個
人
の
成
果
の
集
合
に
よ
っ
て
「
藩
」
に
つ

い
て
の
概
念
提
示
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る1

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
「
藩
」
を
総
合
的
に
捉
え
よ
う

と
す
る
視
点
を
持
つ
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
は
大
名
家
（
領
主
）
の
支
配
対
象
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
地
域
社
会
・
諸
社
会
集
団
に
つ
い
て
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の
構
成
要
素
と

し
て
、
国
元
（
主
た
る
藩
領
）
の
み
な
ら
ず
江
戸
や
上
方
・
飛
地
領
な
ど
、
国
元
・
藩
領
に
関
連
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
や
政
治
・
社
会
集
団
を
も
視
野
に
い
れ
総
合
的
に
「
藩
」
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
総
合
性
を
志
向
し
た
藩
研
究
の
背
景
に
は
、
従
来
い
わ
れ
て
き
た
個
別
研
究
の
分
散
化

に
対
す
る
危
機
感
が
想
定
さ
れ
る2

。

　

し
か
し
、
藩
研
究
を
め
ぐ
る
個
別
研
究
は
、
藩
の
由
緒
・
歴
史
性
や
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
根
ざ
し
た

い
わ
ば
個
性
の
検
証
に
他
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
藩
の
個
性
の
総
合
的
把
握
も
重
要
な
観
点

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
か
か
る
見
方
は
戦
後
展
開
し
て
き
た
地
方
史
研
究
・
藩
政
史
研
究
の
流
れ
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た3

。
個
別
分
散
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
は
藩
の
持
つ
個
性
が
多
面
的
で
あ
る
こ
と
の
証
で
あ



り
、
そ
の
多
面
性
の
総
合
化
が
藩
の
個
性
を
析
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

佐
賀
藩
に
関
し
て
も
他
藩
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
多
く
の
業
績
が
あ
り4

、
そ
れ
は
『
佐
賀
県
史5

』（
中

巻
・
近
世
編
）
や
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究6

』（
正
続
）
な
ど
の
成
果
を
通
し
て
総
合
化
さ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
も
参
画
し
つ
つ
新
史
料
の
発
掘
に
努
め
、
自
ら
の
視
角
で
佐
賀
藩
を
考
究
し
続

け
た
研
究
者
が
池
田
史
郎
先
生
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
の
業
績
群
は
、
ま
さ
に
佐
賀
藩
の
個
性

の
総
合
的
な
追
求
と
い
え
る
。

　

本
書
は
、
池
田
先
生
の
佐
賀
藩
に
関
わ
る
多
く
の
仕
事
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
選
択
し
、
五
編
に

編
集
し
た
。
つ
ま
り
佐
賀
藩
の
個
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
そ
れ
を
総
合
的
に
捉
え
る
構
成

を
と
っ
た
。
池
田
史
郎
先
生
の
業
績
を
よ
り
鮮
明
に
紹
介
す
る
こ
と
を
試
行
し
た
結
果
で
あ
る
。
以
下
、

編
を
お
っ
て
内
容
を
概
観
す
る
。

Ⅰ
城
下
・
津
・
宿
・
温
泉

　

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
契
機
で
集
う
空
間
に
関
す
る
論
考
を
収
録
し
た
。
城
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
辺
に

は
城
下
町
が
形
成
さ
れ
た
。
津
は
物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
が
集
ま
る
場
で
あ
る
。
し

か
し
人
が
集
ま
る
た
め
に
は
遊
興
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
街
道
の
宿
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
通
過
し
休

息
し
た
が
、
そ
の
休
息
の
場
に
温
泉
が
あ
っ
た
。

一
、
佐
賀
城
鯱
の
門 

『
西
日
本
文
化
』
一
一
○
、
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
五
年

　

現
存
の
国
指
定
重
要
文
化
財
の
鯱
の
門
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
頃
に

ほ
ぼ
現
在
地
に
近
い
楼
門
上
に
製
作
さ
れ
た
鯱
の
そ
の
後
の
履
歴
に
つ
い
て
、
絵
図
や
鋳
物
師
谷
口
家
の



系
図
、
藩
主
編
纂
史
料
、
牛
津
町
富
商
『
野
田
家
日
記
』
な
ど
を
駆
使
し
て
、
飾
り
付
け
の
移
動
、
火
災

に
よ
る
再
鋳
造
や
、
そ
の
製
作
者
な
ど
を
指
摘
す
る
。
と
く
に
、
飾
り
付
け
場
所
の
移
動
を
め
ぐ
り
、
天

明
・
寛
政
頃
に
二
の
丸
門
が
櫓
門
に
な
っ
て
鯱
が
つ
け
ら
れ
た
理
由
を
、
藩
主
鍋
島
宗
教
・
治
茂
の
頃
は

二
の
丸
が
藩
政
庁
の
中
心
で
、
幕
末
の
直
正
に
な
っ
て
再
び
本
丸
で
藩
政
が
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
推
測
し
、
そ
の
政
治
的
背
景
を
論
じ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

二
、
佐
賀
城
と
佐
賀
城
下
町
の
形
成 

『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年

　

藩
域
支
配
の
中
心
で
あ
る
佐
賀
城
や
そ
の
城
下
町
に
つ
い
て
論
じ
る
。
慶
長
七
〜
十
六
年
（
一
六
〇
二

〜
一
一
）
に
か
け
、
本
丸
・
西
丸
・
天
守
閣
・
諸
曲
輪
・
城
回
り
の
堀
な
ど
城
郭
の
中
核
的
部
分
や
、
武

家
屋
敷
・
町
小
路
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
城
下
町
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
時
期
、
佐
賀
郡
域
に
は

龍
造
寺
と
蓮
池
の
二
城
が
存
在
し
て
い
た
。
前
者
は
佐
賀
城
の
一
部
に
あ
た
り
、
後
者
は
龍
造
寺
隆
信
に

謀
殺
さ
れ
た
小
田
鎮
光
の
居
城
で
あ
っ
た
も
の
で
、
一
国
一
城
令
に
よ
る
破
却
後
に
そ
の
一
部
は
佐
賀
城

構
築
の
部
材
と
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
慶
長
期
に
城
郭
お
よ
び
武
家
屋
敷
や
市
中
の
基
本
が
完

成
し
た
佐
賀
城
と
城
下
町
の
特
色
や
構
造
、
ま
た
そ
の
変
化
や
行
政
の
あ
り
方
が
詳
述
さ
れ
る
。
と
く
に

三
家
・
大
身
家
臣
の
家
来
の
城
下
居
住
と
の
ち
の
領
地
引
き
上
げ
、
ま
た
下
級
武
士
の
市
中
混
在
な
ど
の

事
象
に
つ
い
て
の
言
及
は
注
目
さ
れ
る
。

三
、
諸
富
津
の
問
屋
と
遊
女 

『
地
方
史
研
究
』
一
八
七
、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
一
九
八
四
年

　

遊
興
と
津
の
繁
栄
、
お
よ
び
地
域
社
会
と
の
関
連
性
が
考
察
さ
れ
る
。
筑
後
川
に
面
し
佐
嘉
郡
川
副
東

郷
に
所
在
す
る
諸
富
津
の
零
落
回
避
策
と
し
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
諸
国
問
屋
設
置
と
遊
女
召

し
抱
え
が
、
問
屋
よ
り
願
い
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
久
留
米
藩
領
若
津
へ
の
対
抗
策
で
、
佐
賀
藩
領
の
女
の



み
で
は
不
足
す
る
の
で
旅
女
も
お
か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
隣
接
し
た
蓮
池
藩
領
な
ど
か
ら
領
民
や
家

臣
な
ど
が
女
遊
に
行
く
た
め
規
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
そ
れ
が
諸
富
の
衰
退
を
ま
ね
く
と
し
て

遊
女
が
復
活
す
る
。
と
こ
ろ
が
幕
末
期
に
鍋
島
直
正
が
こ
れ
を
禁
止
し
た
た
め
、
飯
盛
女
な
ど
が
再
三
願

い
出
さ
れ
る
も
の
の
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
と
す
る
。

四
、
川
路
聖
謨『
長
崎
日
記
』に
お
け
る「
肥
前
守
茶
屋
」の
位
置
に
つ
い
て

『
日
本
歴
史
』
二
八
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年

　

川
路
聖
謨
『
長
崎
日
記
』（『
長
崎
日
記
・
下
田
日
記
』
東
洋
文
庫
版
）
に
み
え
る
「
松
平
肥
前
守
茶

屋
」
の
位
置
に
つ
い
て
、
校
訂
者
注
釈
に
記
さ
れ
た
、
武
雄
鍋
島
氏
が
御
船
山
麓
に
築
造
し
た
「
萩
の

尾
御
茶
屋
」
で
は
な
く
、
温
泉
が
側
に
あ
っ
た
現
在
の
武
雄
市
温
泉
通
り
に
あ
る
佐
賀
本
藩
主
の
御
茶
屋
、

別
荘
「
湯
壺
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

五
、
鍋
島
藩
政
下
の
嬉
野
温
泉 

『
西
日
本
文
化
』
八
三
、
一
九
七
二
年

　

藩
政
時
代
に
「
嬉
野
湯
宿
」
と
呼
ば
れ
た
嬉
野
温
泉
に
関
す
る
史
料
を
蓮
池
鍋
島
家
の
『
蓮
池
藩
請
役

所
日
記
』
か
ら
紹
介
し
た
。
一
つ
は
、
当
湯
が
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
の
時
点
で
民
営
か
ら
藩
営
に

移
管
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
。
一
つ
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
嬉
野
湯
が
幕
府
使
節
が

宿
泊
す
る
上
使
屋
の
番
人
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
。
ま
た
、
入
浴
規
定
を
紹
介
し
、
男

女
の
区
別
や
侍
湯
と
庶
民
湯
の
区
別
、
温
泉
所
在
地
に
あ
た
る
蓮
池
藩
の
藩
士
や
公
用
旅
行
の
佐
賀
藩
士

へ
の
湯
銭
免
除
の
特
権
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



Ⅱ
有
田
焼
生
産
の
史
料
と
社
会

　

鍋
島
氏
は
、
有
田
焼
（
伊
万
里
焼
）
生
産
が
佐
賀
藩
に
と
っ
て
、
外
貨
を
稼
ぐ
殖
産
興
業
政
策
に
な
り

う
る
と
し
て
政
策
的
関
心
を
寄
せ
た
。
こ
こ
で
は
鍋
島
氏
の
有
田
焼
生
産
と
そ
れ
に
従
事
す
る
人
々
の
生

活
へ
の
関
与
を
、『
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
』
を
中
心
に
分
析
、
解
明
し
た
論
考
を
収
録
し
た
。

一
、
有
田
皿
山
代
官
旧
記
に
つ
い
て 

『
日
本
歴
史
』
一
二
五
、
一
九
五
八
年

　

本
稿
は
、
有
田
皿
山
代
官
の
日
記
や
申
渡
帳
、
達
帳
を
集
成
し
た
い
わ
ゆ
る
『
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
』

を
紹
介
し
た
も
の
で
、
鍋
島
氏
に
よ
る
有
田
の
釜
焼
や
商
人
の
保
護
、
こ
れ
と
表
裏
を
な
す
各
種
運
上
の

実
態
を
検
討
し
た
。
注
記
に
典
拠
史
料
を
詳
記
す
る
。

二
、
鍋
島
藩
窯
に
関
す
る
史
料
に
つ
い
て 

『
鍋
島
藩
窯
』
佐
賀
県
立
博
物
館
、
一
九
七
四
年

　

大
河
内
山
藩
窯
に
対
す
る
政
策
や
藩
窯
の
性
格
に
つ
い
て
、
藩
主
光
茂
が
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に

出
し
た
手
頭
を
手
が
か
り
に
、
有
田
皿
山
代
官
と
大
河
内
細
工
所
（
藩
窯
）
の
御
陶
器
方
役
（
藩
窯
管
理

者
）
の
関
係
、
使
用
す
る
御
用
土
採
掘
、
燃
料
、
民
窯
主
か
ら
就
い
た
職
人
な
ど
に
関
し
考
察
す
る
。

三
、
初
代
柿
右
衛
門
に
つ
い
て 

『
新
郷
土
』
四
四
一
、
一
九
八
五
年

　

初
代
柿
右
衛
門
が
赤
絵
付
に
成
功
し
た
年
は
由
緒
書
に
よ
り
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
頃
と
さ
れ

る
の
に
対
し
、「
有
田
皿
山
代
官
達
書
」
な
ど
を
手
が
か
り
に
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
か
ら
八
年

（
一
六
八
〇
）
頃
と
推
測
し
た
。
そ
の
上
で
最
初
に
赤
絵
付
に
成
功
し
た
有
田
の
陶
工
と
こ
の
柿
右
衛
門

が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。



四
、
有
田
皿
山
に
お
け
る
酒
請
制
と
肴
請
制
に
つ
い
て 

『
九
州
史
学
』
八
三
、
九
州
史
学
研
究
会
、
一
九
八
五
年

　

有
田
の
酒
と
肴
の
統
制
に
つ
い
て
考
察
。
当
地
は
田
畠
が
少
な
く
皿
山
山
中
で
は
酒
造
が
禁
止
さ
れ
て

い
た
た
め
、
酒
販
売
は
酒
運
上
銀
の
納
入
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
皿
山
以
外
の
請
負
商
人
（
酒
請
）
に
委
任

さ
れ
、
そ
の
業
者
以
外
か
ら
の
脇
酒
購
入
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
酒
運
上
は
藩
の
小
物
成
の
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
藩
は
酒
請
に
酒
造
米
貸
与
な
ど
の
保
護
を
与
え
た
。
酒
請
は
釜
焼
に
合
力
銀
融
資
も
行
っ
た
。

な
お
酒
請
の
管
理
下
に
酒
小
売
業
者
で
あ
る
下
酒
請
、
脇
酒
・
隠
酒
を
監
視
す
る
酒
見
ヶ
〆
も
お
か
れ
た
。

ま
た
陶
技
の
秘
法
漏
洩
や
陶
土
盗
み
出
し
の
危
険
な
ど
の
回
避
の
た
め
行
商
を
統
制
し
、
運
上
銀
納
入
に

よ
る
肴
物
問
屋
（
肴
請
）
が
免
許
さ
れ
、
そ
の
札
交
付
に
よ
り
行
商
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
肴
請

制
の
成
立
と
肴
下
請
制
の
展
開
に
よ
る
変
容
を
論
じ
る
。

Ⅲ
藩
政
の
仕
組

　

村
役
人
組
織
や
改
革
政
策
に
つ
い
て
の
論
考
を
収
録
す
る
。
こ
の
よ
う
な
役
人
組
織
や
改
革
は
そ
れ
ぞ

れ
個
別
の
問
題
で
は
な
い
た
め
、
藩
政
の
仕
組
み
が
時
代
の
流
れ
の
中
で
矛
盾
を
き
た
し
改
革
さ
れ
る
過

程
の
分
析
に
よ
り
、
組
織
や
行
政
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
鍋
島
治
茂
が
行
っ

た
中
期
藩
政
改
革
の
諸
政
策
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
る
。

一
、
佐
賀
藩
の
大
庄
屋
整
理
に
つ
い
て 
『
西
日
本
史
学
会
創
立
十
周
年
記
念
論
集
』
西
日
本
史
学
会
、
一
九
六
○
年

　
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
に
お
い
て
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
か
ら
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
か
け

て
蔵
入
地
全
域
で
廃
止
さ
れ
た
と
さ
れ
る
大
庄
屋
が
、『
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
』
や
伊
万
里
の
「
前
田
文

書
」
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
有
田
の
よ
う
な
窯
業
地
帯
や
三
根
・
養
父
や
伊
万
里
の
よ
う
な
藩
境
目
地
帯



に
お
い
て
、
名
称
の
変
更
な
ど
を
と
も
な
い
な
が
ら
も
幕
末
期
ま
で
残
置
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

二
、
佐
賀
藩
配
分
地（
知
行
地
）の
村
役
人
に
つ
い
て 

『
日
本
歴
史
』
三
七
一
、
一
九
七
九
年

　

納
富
鍋
島
氏
・
坊
所
鍋
島
氏
の
知
行
地
を
対
象
に
検
討
す
る
。
納
富
鍋
島
氏
知
行
地
で
は
寛
政
末
年
に

在
地
の
下
級
武
士
を
任
じ
る
代
官
役
設
置
と
と
も
に
庄
屋
が
廃
さ
れ
、
代
官
役
管
轄
下
の
代
官
手
附
が
そ

の
代
行
を
し
た
。
代
官
役
の
上
役
に
咾
分
が
あ
り
、
風
俗
矯
正
、
農
業
督
励
の
他
、
佐
賀
屋
敷
の
運
営
業

務
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
村
役
人
に
は
下
級
武
士
が
就
く
。
他
方
、
庄
屋
・
村
役
・
村
横
目
・
頭
百

姓
・
散
使
な
ど
に
は
農
民
が
任
命
さ
れ
る
。
知
行
地
の
庄
屋
は
年
貢
な
ど
を
徴
収
し
て
知
行
主
に
納
め
る

石
庄
屋
と
、
夫
役
（
米
代
納
）
や
小
物
成
を
徴
収
し
て
藩
へ
納
め
る
点
役
庄
屋
が
い
た
。
こ
れ
を
補
佐
す

る
の
が
村
役
、
監
視
す
る
の
が
村
横
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
知
行
地
役
人
は
在
住
代
官
（
市
武
代
官
所
）

か
ら
の
指
示
も
う
け
て
い
た
。
切
地
庄
屋
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
。

三
、
佐
賀
藩
六
府
方 

『
第
一
経
大
論
集
』
二
‐
一
、
第
一
経
済
大
学
経
済
研
究
会
、
一
九
七
三
年

　

天
災
疫
病
や
農
業
労
働
力
不
足
、
さ
ら
に
支
藩
へ
の
財
政
補
塡
な
ど
を
背
景
と
し
た
藩
財
政
窮
乏
の

打
開
策
と
し
て
天
明
期
に
設
立
さ
れ
た
「
六
府
方
」、
そ
の
中
で
も
干
拓
に
よ
る
新
田
開
発
を
は
じ
め
と

す
る
殖
産
興
業
政
策
で
あ
っ
た
「
搦
方
」
を
中
心
に
論
じ
る
。
干
拓
や
そ
の
財
源
と
し
て
の
講
（
富
札
）、

ま
た
塩
田
・
植
林
・
薬
草
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
考
察
さ
れ
、
大
坂
回
米
の
増
石
や
そ
の
堂
島
米
市
場
に

お
け
る
楯
米
指
定
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

四
、
佐
賀
藩
の
刑
法
改
正
│
│
徒
罪
方
の
設
置 

『
史
林
』
五
一
‐
六
、
史
学
研
究
会
、
一
九
六
八
年

　

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
追
放
刑
が
懲
役
刑
で
あ
る
徒
罪
刑
に
改
め
ら
れ
、
徒
罪
方
が
設
置
さ
れ
た



背
景
に
つ
い
て
、
熊
本
藩
の
明
君
と
さ
れ
る
細
川
重
賢
に
よ
る
宝
暦
改
革
の
影
響
に
加
え
て
、
農
民
の
農

耕
離
脱
に
と
も
な
う
農
業
労
働
力
の
減
少
、
佐
賀
平
野
を
貫
流
す
る
河
川
（
嘉
瀬
川
や
川
上
川
）
の
河
床

隆
起
防
止
の
た
め
の
川
砂
除
去
、
有
田
皿
山
で
の
窯
業
不
振
に
よ
る
細
工
人
逃
亡
へ
の
対
応
な
ど
佐
賀
藩

独
自
の
要
因
を
指
摘
す
る
。
ま
た
徒
罪
就
役
者
の
増
加
に
と
も
な
う
制
度
変
遷
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

五
、
佐
賀
藩
の
藩
札（
米
筈
）に
つ
い
て 

『
社
会
経
済
史
学
』
三
五
‐
五
・
六
、
社
会
経
済
史
学
会
、
一
九
七
○
年

　

佐
賀
藩
の
藩
札
の
中
で
、
治
茂
が
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
発
行
し
た
米
筈
に
関
し
て
、
藩
財
政
の

窮
乏
、
金
銀
正
貨
不
足
、
久
留
米
藩
米
筈
の
影
響
が
発
行
の
背
景
で
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
米
筈
の
名

称
は
、
米
の
引
替
券
と
い
う
よ
り
も
幕
府
の
藩
札
統
制
令
回
避
が
銀
札
と
呼
称
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
種
類
と
発
行
形
式
、
米
会
所
役
人
の
構
成
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
兌

換
の
た
め
の
備
銀
と
し
て
領
民
に
対
し
人
別
銀
が
賦
課
さ
れ
た
こ
と
に
も
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
城
下
領

民
や
家
臣
に
対
し
て
の
米
筈
の
貸
付
運
用
益
銀
は
増
加
し
た
も
の
の
、
米
筈
の
発
行
高
増
加
や
乱
発
が
暴

落
を
惹
起
し
た
こ
と
を
も
考
察
す
る
。

六
、
寺
院
統
制
と
宗
教
政
策 

藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年

　

宗
派
別
の
領
域
内
分
布
か
ら
み
る
と
、
本
家
・
蓮
池
家
の
菩
提
寺
が
属
す
る
曹
洞
宗
が
最
上
位
と
さ
れ

て
い
る
。
修
験
道
寺
院
で
は
歴
代
藩
主
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
英
彦
山
権
現
に
関
係
し
た
徳
善
院
関
係
が
多

く
を
数
え
る
。
つ
ま
り
、
藩
内
の
寺
院
仕
組
は
鍋
島
家
を
最
上
位
と
す
る
封
建
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
序
列

が
反
映
し
て
い
た
。
本
末
制
度
で
は
、
曹
洞
宗
・
一
向
宗
は
藩
領
外
の
寺
院
を
本
山
と
す
る
例
は
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
が
藩
内
寺
院
を
本
山
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
二
宗
が
、
高
伝
寺
や
願
正
寺
の
よ
う
に
、
藩
権
力

と
結
び
つ
い
た
寺
院
宗
派
ゆ
え
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
宗
教
政
策
の
実
情
に
つ
い
て
、
関
ヶ
原
合
戦
後



に
藩
内
真
宗
寺
院
が
西
本
願
寺
派
に
な
っ
た
際
、
肥
前
の
法
頭
職
に
任
じ
ら
れ
た
一
向
宗
願
正
寺
の
場
合

を
中
心
に
検
証
し
て
い
る
。

Ⅳ
葉
隠
の
世
界

　
『
葉
隠
聞
書
』
は
近
世
武
士
の
思
想
を
語
る
上
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
著
作
で
あ
る
。
同
書
に

は
、
こ
れ
ま
で
思
想
史
・
倫
理
学
史
、
ま
た
武
家
社
会
論
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
多

く
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、
佐
賀
藩
家
臣
と
い
う
経
歴
を
持
つ
口
述
者
・
山
本
常
朝
の
人
物
像

の
解
明
と
い
う
観
点
は
、
今
後
の
葉
隠
研
究
に
お
い
て
、
よ
り
意
識
さ
れ
る
べ
き
側
面
で
あ
ろ
う
。
本
章

は
、
そ
の
礎
と
も
い
う
べ
き
論
考
で
あ
り
史
料
で
あ
る
。

一
、
葉
隠
の
成
立
と
基
調 

藤
野
保
編
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年

　
『
葉
隠
聞
書
』
を
め
ぐ
る
基
本
的
考
察
で
あ
る
。
本
稿
で
は
編
者
・
田
代
陣
基
が
山
本
常
朝
の
談
話
の

他
、
さ
ま
ざ
ま
な
聞
書
・
記
録
・
書
籍
か
ら
資
料
を
取
り
寄
せ
成
稿
し
た
こ
と
、「
葉
隠
」
と
い
う
名
称

は
常
朝
が
理
想
と
す
る
鍋
島
武
士
の
あ
り
方
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
に
、
葉
隠
成
立
を
藩
体
制

創
立
期
へ
復
帰
す
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
あ
る
い
は
、
常
朝
の
生
い
立
ち
や
忠
誠
を

中
心
に
、
武
勇
・
孝
行
・
慈
悲
か
ら
な
る
「
葉
隠
」
精
神
の
基
調
に
も
言
及
し
、
藩
校
弘
道
館
に
お
け
る

儒
教
な
ど
の
教
育
の
妨
げ
と
し
て
秘
本
扱
い
さ
れ
た
背
景
な
ど
を
考
察
す
る
。

二
、
去
状（
三
下
り
半
）と
葉
隠
の
女
性
観 

『
葉
隠
研
究
』
一
二
、
葉
隠
研
究
会
、
一
九
九
○
年

　

蓮
池
鍋
島
家
文
庫
の
去
状
の
具
体
例
を
紹
介
し
、
貝
原
益
軒
の
『
和
俗
童
子
訓
』
を
参
照
し
な
が
ら
、



『
葉
隠
聞
書
』
に
お
け
る
家
庭
教
育
な
ど
に
関
す
る
記
述
に
う
か
が
わ
れ
る
差
別
的
女
性
観
を
瞥
見
す
る
。

三
、
久
米
邦
武
遺
稿「
葉
隠
巻
首
評
註
」に
つ
い
て 

『
日
本
歴
史
』
四
九
○
、
一
九
八
九
年

　
「
葉
隠
巻
首
評
註
」
の
筆
者
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
時
期
（
明
治
二
十
年
〈
一
八
八
七
〉
か
ら
大
正
五

年
〈
一
九
一
六
〉
と
推
測
）、
佐
賀
地
方
の
方
言
や
佐
賀
藩
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
、
ま
た
広
く

日
本
史
の
知
識
を
背
景
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
筆
跡
、
さ
ら
に
久
米
邦
武
が
執
筆
し
た
論
稿
（「
佐
賀

藩
其
一
」）
に
全
く
同
じ
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
佐
賀
藩
出
身
の
歴
史
家
・
久
米
邦
武
で
あ

る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
同
書
が
、
葉
隠
註
釈
と
し
て
す
ぐ
れ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
。
な
お
、「
葉
隠
巻
首
評
註
」
は
『
葉
隠
研
究
』
七
〜
八
巻
、『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編

第
二
巻
に
収
載
さ
れ
る
。

四
、
愚
見
集
に
つ
い
て 

『
葉
隠
研
究
』
五
、
一
九
八
七
年

　
「
愚
見
集
」
は
葉
隠
の
口
述
者
・
山
本
常
朝
が
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
に
養
子
吉
三
郎
に
あ
て
た

三
十
六
条
の
教
訓
書
で
あ
る
。『
葉
隠
聞
書
』
が
田
代
陣
基
に
よ
っ
て
聞
書
・
記
録
類
を
多
く
取
り
入
れ

て
編
纂
さ
れ
た
の
に
対
し
、「
愚
見
集
」
は
『
葉
隠
聞
書
』
と
共
通
性
を
持
ち
つ
つ
も
、
常
朝
の
思
想
を

純
粋
に
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
る
。
常
朝
自
筆
本
と
み
ら
れ
る
鍋
島
文
庫
蔵
本
に
よ
り
全

文
を
翻
刻
し
て
い
る
。
な
お
、「
愚
見
集
」
は
栗
原
荒
野
『
校
註
葉
隠
』、『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
八
編

第
一
巻
な
ど
に
も
収
載
さ
れ
る
。

五
、
宗
寿
庵
寺
歴
に
つ
い
て 

『
葉
隠
研
究
』
六
、
一
九
八
八
年

　

山
本
常
朝
の
山
屋
敷
の
朝
陽
軒
は
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
宗
寿
庵
と
寺
号
が
改
め
ら
れ
、
同



年
鍋
島
光
茂
夫
人
の
お
振
（
霊
樹
院
）
が
夫
の
霊
を
弔
う
た
め
に
結
経
記
念
の
石
塔
を
建
て
、
翌
三
年

同
人
の
死
去
後
に
廟
所
が
設
け
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
常
朝
や
そ
の
主
君
光
茂
に
関
わ
る
地
と
い
う
意
味
で
、

「
葉
隠
」
に
縁
の
寺
と
も
い
え
る
。
宗
寿
庵
寺
歴
は
、
鍋
島
文
庫
所
収
の
「
寺
社
書
出
」
の
う
ち
、「
曹
洞

宗
由
緒
」
に
収
め
ら
れ
る
本
寺
関
係
資
料
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
解
説
に
続
き
史
料
を
翻
刻
す

る
。六

、
山
本
常
朝
の
母
の
出
自
に
つ
い
て 

『
新
郷
土
』
三
九
三
、
一
九
八
一
年

　

山
本
常
朝
の
母
に
つ
い
て
、
伊
万
里
前
田
家
文
書
の
史
料
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
考
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
万
里
郷
初
代
大
庄
屋
前
田
作
右
衛
門
の
叔
父
に
あ
た
る
千
助
の
娘
で
本
家
筋
に
あ
た
る
作
右
衛
門
の
養

女
と
な
っ
た
女
性
（
法
名
紅
室
）
が
山
本
神
右
衛
門
重
澄
の
若
い
後
妻
と
な
り
、
常
朝
は
、
こ
の
二
人
の

間
の
子
の
一
人
で
あ
る
。
常
朝
の
母
・
紅
室
に
つ
い
て
は
重
澄
の
侍
妾
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、
本
稿

は
そ
の
見
方
に
は
否
定
的
な
立
場
で
あ
る
。

Ⅴ
近
代
と
の
出
会
い
と
史
料

　

近
世
を
通
じ
て
幕
府
よ
り
課
さ
れ
た
長
崎
警
備
の
任
の
中
で
直
面
し
た
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
を
契
機
に

窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
佐
賀
藩
は
、
財
政
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
軍
事
・
殖
産
・
教
育
な
ど
の
諸
政
策
を
施

策
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雄
藩
化
に
進
ん
だ
。
本
章
は
新
出
史
料
の
紹
介
な
ど
も
擁
し
て
そ
の
諸
側
面
を
あ

ぶ
り
出
し
た
論
考
で
あ
る
。



一
、
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
と
佐
賀
藩 

『
日
本
歴
史
』
三
○
五
、
一
九
七
三
年

　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
に
つ
い
て
の
佐
賀
藩
の
対
応
状
況
を
、
佐
賀
藩
庁
か

ら
の
諸
通
達
を
写
し
た
家
老
倉
町
鍋
島
家
の
「
触
状
写
」
に
よ
っ
て
考
察
し
た
。
事
件
の
責
め
と
し
て
藩

主
逼
塞
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
に
と
も
な
う
領
民
の
生
活
行
動
の
規
制
と
そ
れ
に
起
因
す
る
不
都
合
へ
の

対
策
が
な
さ
れ
る
一
方
、
長
崎
警
備
の
兵
員
強
化
、
大
砲
増
産
の
た
め
に
領
民
へ
む
け
た
唐
金
・
銅
な
ど

の
供
出
指
示
、
非
常
時
に
お
け
る
国
元
藩
兵
の
長
崎
出
動
迅
速
化
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
よ
う

な
軍
事
力
増
強
が
藩
財
政
を
圧
迫
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

二
、
佐
賀
藩
幕
末
の
借
用
証
文
に
つ
い
て 

『
新
郷
土
』
四
三
六
、
一
九
八
五
年

　

幕
末
期
に
手
明
鑓
・
町
方
勤
務
で
あ
っ
た
土
屋
家
―
―
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）、
藩
主
鍋
島
勝
茂

に
殉
死
し
た
二
十
六
名
の
一
人
で
あ
っ
た
土
屋
天
左
衛
門
の
子
孫
―
―
に
て
発
見
さ
れ
た
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）
の
借
用
証
文
を
紹
介
し
た
も
の
。
こ
の
時
期
の
藩
財
政
窮
乏
の
状
況
を
踏
ま
え
、
佐
賀
藩

が
大
坂
の
豪
商
鹿か

島じ
ま

屋や

か
ら
七
万
二
千
四
百
九
十
九
両
余
を
無
利
息
で
毎
年
二
千
両
返
済
を
条
件
に
借
用

す
る
証
文
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

三
、
肥
前
の
偉
傑
・
鍋
島
直
正
│
│
洋
式
兵
力
と
殖
産
興
業

『
九
州
公
論
』
一
‐
九
、
九
州
公
論
社
、
一
九
七
八
年

　

幕
末
藩
政
改
革
を
行
い
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
鍋
島
直
正
の
政
策
・
事
績
に
つ
い
て
、
農
業
振
興
・
教

育
・
軍
制
や
殖
産
政
策
な
ど
を
広
範
な
視
角
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
総
合
的
に
関
連
づ

け
て
、
直
正
や
佐
賀
藩
の
動
向
を
幕
末
維
新
史
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
啓
蒙
的
な
立
場
で
執
筆
さ
れ
た
一

篇
で
あ
る
。



四
、
弘
道
館
と
佐
賀
│
│
幕
末
・
明
治
を
動
か
し
た
偉
材
の
育
成『

ふ
る
さ
と
。
人
と
風
土
』
サ
ガ
テ
レ
ビ
、
一
九
八
三
年

　

前
節
で
触
れ
ら
れ
た
鍋
島
直
正
の
政
策
・
事
績
の
中
で
と
く
に
教
育
に
関
し
て
、
藩
校
弘
道
館
の
成
立
、

建
物
や
職
員
構
成
、
教
科
内
容
な
ど
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
、
医
学
寮
創
設
も
含
め
た
教
育
成
果
に
つ
い

て
整
理
し
つ
つ
、
副
島
種
臣
・
大
隈
重
信
・
江
藤
新
平
な
ど
明
治
の
日
本
を
動
か
し
た
人
材
を
育
成
し
た

歴
史
的
環
境
を
見
通
し
て
い
る
。

五
、
慶
応
三
年
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
関
す
る
新
史
料 

『
日
本
歴
史
』
二
五
六
、
一
九
六
九
年

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
佐
賀
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
一
人
、
深
川
長
右
衛
門
の

子
孫
宅
に
残
さ
れ
て
い
た
史
料
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。『
鍋
島
直
正
公
伝
』
に
は
有
田
焼
を
は
じ
め

と
す
る
佐
賀
藩
の
主
要
出
品
物
の
販
売
が
予
想
以
上
の
収
益
を
あ
げ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
長
右

衛
門
が
残
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
出
品
量
の
多
さ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
不
向
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

に
よ
り
多
く
が
売
れ
残
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
の
販
売
が
オ
ラ
ン
ダ
の
商
社
に
委
託
さ
れ
た
こ
と
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
そ
の
売
上
金
が
為
替
で
長
崎
に
届
い
た
状
況
な
ど
が
わ
か
る
。

六
、
あ
る
戊
辰
戦
争
従
軍
日
記 

『
歴
史
と
人
物
』
九
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年

　

武
雄
鍋
島
家
十
三
代
当
主
茂
昌
に
仕
え
た
儒
学
者
で
、
戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
た
平
吉
誠
舒
（
廉
之
助
）

が
戦
火
の
ほ
と
ぼ
り
が
ま
だ
さ
め
な
か
っ
た
明
治
三
年
三
月
（
一
八
七
〇
）
に
ま
と
め
上
げ
た
『
従
役
日

誌
』
に
よ
り
、
主
に
羽
州
（
秋
田
）
で
の
転
戦
の
状
況
を
具
体
的
に
た
ど
っ
た
も
の
で
、
内
戦
の
過
酷
さ

が
伝
わ
る
。



七
、〝
佐
賀
の
乱
〞主
謀
者
の
日
記
発
見 

『
歴
史
と
人
物
』
一
三
一
、
一
九
八
二
年

　

い
わ
ゆ
る
佐
賀
の
乱
に
お
け
る
憂
国
党
の
党
首
で
、
刑
死
し
た
島
義
勇
が
執
筆
し
た
新
発
見
史
料
『
奥

州

函
館
・
松
前
行
日
記
』
の
紹
介
で
あ
る
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
蝦
夷
開
拓
使
が
開
設
さ
れ
前

佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
が
初
代
長
官
に
任
じ
ら
れ
た
際
、
島
が
判
官
と
し
て
道
都
札
幌
建
設
に
活
躍
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
、
安
政
年
間
に
北
海
道
や
樺
太
を
踏
査
し
た
島
の
経
験
が
買
わ
れ
た
た
め
と
論
じ
る
。

島
に
は
『
入
北
記
』
と
い
う
四
分
冊
の
北
海
道
視
察
日
記
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
る
日
記
は
所
在

不
明
と
さ
れ
て
い
た
第
一
分
冊
に
相
当
す
る
と
す
る
。

　

本
書
は
、
池
田
史
郎
先
生
の
多
岐
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
配
列
し
、
一
冊
に
編
ん
だ
。

個
々
の
論
考
に
お
い
て
描
か
れ
た
佐
賀
藩
の
性
格
を
集
合
体
と
し
て
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
池
田
先

生
の
業
績
が
、
多
面
に
わ
た
る
佐
賀
藩
の
総
合
的
な
個
性
の
探
求
で
あ
る
こ
と
が
事
明
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
本
書
が
先
生
の
遺
志
を
具
現
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
池
田
先
生
の
ご
令
嬢
で
あ
る
池
田
典
子
・
筒
井
洋
子
両
氏
の
御
許
可
・
御
協
力
で
、
藩
政
史

と
く
に
佐
賀
藩
研
究
の
貴
重
な
成
果
を
ス
ム
ー
ズ
に
公
刊
で
き
た
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

注１　

例
え
ば
、
岡
山
藩
研
究
会
編
『
藩
世
界
の
意
識
と
関
係
』（
岩
田
書
院
、
二
○
○
○
年
）
に
み
え
る
「
藩
世
界
」
と
い

う
概
念
、
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』（
清
文
堂
、
二
○
○
一
年
）
に
み
え
る
「
尾
張
藩
社
会
」
と
い
う

概
念
、
渡
辺
尚
志
編
『
藩
地
域
の
構
造
と
変
容
』（
岩
田
書
院
、
二
○
○
五
年
）
に
み
え
る
「
藩
地
域
」
と
い
う
概
念
な
ど
。

２　

こ
の
よ
う
な
藩
研
究
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
高
野
信
治
「『
藩
』
研
究
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」（『
歴

史
評
論
』
六
七
六
、
歴
史
科
学
協
議
会
、
二
○
○
六
年
）
参
照
。

３　

木
村
礎
・
藤
野
保
・
村
上
直
共
編
『
藩
史
大
事
典
』
第
八
巻
―
史
料
・
文
献
総
覧
・
索
引
（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
○



年
）
は
、
藩
ご
と
に
史
料
お
よ
び
研
究
文
献
を
集
成
し
て
い
る
。

４　

藤
野
保
「
地
方
史
研
究
の
現
状
」
九
州
（
二
）
佐
賀
県
（『
日
本
歴
史
』
二
○
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
杉

谷
昭
「
佐
賀
県
地
方
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」（『
歴
史
手
帖
』
七
‐
四
、
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年
）、
高
野
信
治
「
研

究
の
環
境
と
成
果
」(

同
『
藩
国
と
藩
輔
の
構
図
』
名
著
出
版
、
二
○
○
二
年)

な
ど
参
照
。 

５　

佐
賀
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
佐
賀
県
史
料
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
。

６　

藤
野
保
編
『
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
同
編
『
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
七
年
）。


